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それからPsychological Science，そしてPsychonomic Bulletin & Review。なぜこの3つなのかと
いうと，編集の主体がそれぞれ違うからです。JEP GeneralがAPAで，Psychological Science 





















































lead researchers to conﬁdence intervals but they can't make them think 」と。使わせても考
えるようにはならないよと。なんか言われているから報告しておけばいいんでしょうというような，
実質的に慣習だけになっている，これはやはり問題ではないかと思うわけです。効果量を報告し
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